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2024/10/20 

ルカの福音書 講解メッセージ㉗ 

『ルルカの福音書 10 章 38-11 章 13 節 何が大切なのか～御言葉を食べること～』 

 

 

■御言葉を邪魔するもの 

 

「 さて、彼らが旅を続けているうち、イエスがある村に入られると、マルタと

いう女が喜んで家にお迎えした。彼女にマリヤという妹がいたが、主の足も

とにすわって、みことばに聞き入っていた。ところが、マルタは、いろいろ

ともてなしのために気が落ち着かず、みもとに来て言った。「主よ。妹が私だ

けにおもてなしをさせているのを、何ともお思いにならないのでしょうか。

私の手伝いをするように、妹におっしゃってください。」主は答えて言われた。

「「マルタ、マルタ。あなたは、いろいろなことを心配して、気を使っています。

しかし、どうしても必要なことはわずかです。いや、一つだけです。マリヤ

はその良いほうを選んだのです。彼女からそれを取り上げてはいけません。」 

「ルカ 10:38-42） 

 

この出来事は、どんな場合でも私たちにとって何よりも大切なことは、みことばを

聞くことだということを教えています。イエス様はマカタに あなたは、いろいろな

ことを心配して、気を使っています。」と言われました。ここで「 気を使う」と訳され

ている メリムナオー」という言葉は、 心遣い」を表す メリムナ」という名詞から

派生した言葉です。これは、優先順位が違うという注意です。 

ではなぜマカタはイエス様に心遣いをしたのでしょうか。それは彼女の中に、イエ

ス様からよく思われたいという思いがあったからです。 相手によく思われたい」と

いう思いは、御言葉を聞けなくしてしまうのです。本気で御言葉を聞こうと思ったら、

人の言葉ではなく、神の言葉を聞かなければなりません。 

イエス様は、次のように語っておられます。 

 

「 茨の中に蒔かれたものとは、みことばを聞くが、この世の思い煩いと富の誘

惑がみことばをふさぐため、実を結ばない人のことです。」ルマタイ 13:22） 

 

この世の思い煩いは、「 人からよく思われたい」という思いから生じています。それ

が、神の言葉に目を向けなくさせてしまいます。この思い煩いこそ、メリムナであり、
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イエス様がマカタに言われた「 心遣い」です。イエス様はペテロに対しても、次のよ

うに言っている場面があります。 

 

「 しかし、イエスは振り向いてペテロに言われた。「下がれ、サタン。あなた

は、わたしをつまずかせるものだ。あなたは神のことを思わないで、人のこ

とを思っている。」」ルマタイ 16:23） 

 

サタンとは、 邪魔するもの」という意味です。この時、ペテロの心の中にあったの

は、人からどう思われるかという思いです。この思いが強かったため、ペテロは、イ

エス様が捕らえた時、イエス様のことを知らないと言って裏切ってしまいました。 

これは、ペテロだけの弱さではなく、私たちに対するメッセージでもあります。な

ぜ、神の言葉を聞いているのに食べられないのか、それは、あなたの心が人に向いて

しまっているからです。マカタも同じように、人からよく思われようとして、いろい

ろなことを心配して生きていました。しかし、マリヤは、人からどう思われるかなど

と考えることなく、とにかく神の言葉を聞きたいと願っていたわけです。これは私た

ちに、何をおいてもまずは神の言葉を求めなさいと教えてくれています。 

 

 

■主の祈りの意味 

 

「 さて、イエスはある所で祈っておられた。その祈りが終わると、弟子のひと

りが、イエスに言った。「主よ。ヨハネが弟子たちに教えたように、私たちに

も祈りを教えてください。」そこでイエスは、彼らに言われた。「祈るときに

は、こう言いなさい。『父よ。御名があがめられますように。御国が来ますよ

うに。私たちの日ごとの糧を毎日お与えください。私たちの罪をお赦しくだ

さい。私たちも私たちに負いめのある者をみな赦します。私たちを試みに会

わせないでください。』」ルカ 11:1-4） 

 

ここでイエス様は弟子たちに祈りを教えてくださいました。これは、現在まですべ

てのキリスト教会で捧げられている 主の祈り」の中心です。 主の祈り」は、実に深

い内容が込められています。祈れば祈るほど、さらにその意味の深さが少しずつわか

ってきますが、まずは概要を学びましょう。 

御名があがめられますように。 

この祈りには、一人でも多くの人が救われますようにという思いが込められていま
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す。 救われる」とは、神の前にへりくだらなければできないことです。人は、自分の

弱さがわかって初めて、神の前にへりくだることができるようになります。ですから、

この祈りの意味するところは、 自分の弱さを認めることができますように」という

祈りです。そうすれば神に助けを求めることができ、主の御名をほめたたえることが

できるようになります。 

 

⚫ 御国が来ますように 

イエス・キリストは、 神の国は来た」と言われました。 神の国が来ますように」

と祈るのは、それを信じることができますようにという意味です。 

イエス・キリストを信じても、前と変わらない自分を見ると、どうしても神の国の

ただ中にいることが信じられなくなってしまいます。いくら聖書が、 あなたはもう

死なない。大丈夫だ。死からいのちに移っている」と語っていても、現実には何も見

えないし、自分の中に大きな変化があるようにも思えません。ただ、イエス・キリス

トを信じられるようになったという変化があるだけで、以前と同じように罪を犯して

しまいます。命の危険を感じると恐れる自分、将来に不安を感じたり、目に見える困

難に怯えたりする自分がいます。すると私たちは、 やっぱり自分はまだ救われてい

ないのではないか」と思ってしまうのです。 

でも、神の言葉を信じるのであれば、私たちはすでに死からいのちへと移された者

なのです。それが事実です。神の国の中にいるのです。イエス様は、何度も 神の国

はすでに来た」と語っておられます。 

 

「 パリサイ人たちが、神の国はいつ来るのかと尋ねたとき、イエスは彼らに答

えられた。「神の国は、目に見える形で来るものではありません。『見よ、こ

こだ』とか、『あそこだ』とか言えるようなものではありません。見なさい。

神の国はあなたがたのただ中にあるのです。」ルカ 17:20-21） 

 

「 御国が来ますように」という祈りは、「 神の国がすでに来て、その中にいることを

信じることができるように」という祈りです。そして同時に、多くの人が神の国に入

ることができるように、という願いも込められているのです。 

自分自身が神の国を信じられるように、そして同時に、多くの人が神の国に入るこ

とができるように……その両方の願いが、この祈りには込められています。 

 

⚫ 私たちの日ごとの糧を毎日お与えください 

日々食事ができることに感謝して、食前の祈りをささげることがクリスチャンの習
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慣になっています。日ごとの糧とは、こうした食事や日常生活に必要な糧でもありま

すが、イエス様はご自分がパンであると言われたように、私たちが生きる上で最も必

要な糧は神の言葉、御言葉であります。つまり、イエス様はここで、神の言葉を日ご

とに与えてください、とまず祈るように言われたのです。 

しかし、この祈りには「 神は私たちの必要を助けてくださるのだから、困ったこと

があれば祈り求めてよい」というメッセージでもあり、 神が助けてくださることを

信じられるようにしてください」という願いも含まれています。神は私たちを助けて

くださるお方です。神の助けを何度も受け取って、もっと神を信頼できるようになり

ますように、という祈りです。 

 

⚫ 私たちの罪をお赦しください 

これは、 神様の前に自分の罪を告白して祈れば赦されるのだから、祈りなさい」と

いう意味です。 

一般的に罪というと道徳的な過ちを思い浮かべますが、聖書では 罪ル単数）」と

「 罪の行為ル複数）」が区別されています。社会で“罪”と呼ばれるものは、行為とし

ての罪です。そして、私たちがそのような行いをしてしまう根本原因は 不安」にあ

ります。 

聖書は、人は神に似せて造られ、神と共に生きるように造られたと教えています。

神のいのちを土台として人は存在しており、私たちはキリストの体の一部であり、枝

と木のように神と一体なのです。 

ところが、私たちは神と一つであることを認識できません。神に支えられ、愛され

ているのに、それを感じられません。これが“死”です。アダムとエバの罪によって

死が入り込み、神との関係に距離が生まれ、永遠の神を認識できなくなりました。こ

れが不安の原因です。 

 

神と一つであることを認識できなくなった結果、私たちは見える安心を求めるよう

になりました。快楽、人からの評価、お金などで不安を覆い隠そうとします。その中

に人が罪悪感を覚えるような悪い行いもありますが、その根本には 神が見えない不

安」があります。心が神に向かない状態――これこそが聖書の言う 罪ル単数）」です。 

イエス様は 私を信じないことが罪だ」と言われました。つまり、心を神に向けら

れない状態そのものが罪なのです。 

私たちが抱える苦しみの根本原因も、神との距離にあります。だからこそ、苦しみ

は神と出会うチャンスでもあります。苦しいからこそ 神様！」と叫ぶことができ、

そこで神と出会えるのです。 



5 

 

イエス様が 罪をお赦しください」と祈るように教えたのは、 神と私の距離を縮め

てください」という意味です。心が神に向き、神の言葉を受け取れるようにという祈

りなのです。 

私たちは自分の心の奥底を理解できませんが、罪責感や苦しみを覚えることはあり

ます。それを神の前に告白して祈ればよいのです。 赦してください」と祈ることで、

心は神に向きます。本人が気づかなくても、祈りは神との距離を縮めるのです。 

苦しみの中にいる時はわかりませんが、後になって振り返ると、 あの苦しい時、私

は神に近かった」と気づくことがあります。苦しみの中にこそ平安があったと気づく

のです。 

 

「 苦しみに会ったことは、私にとってしあわせでした。私はそれであなたのお

きてを学びました。」ル詩篇 119:71） 

 

「 罪をお赦しください」という祈りは、 私は苦しいのです。助けてください」とい

う祈りです。その時はわからなくても、その祈りは神とあなたの距離を縮めるものな

のです。 

 

⚫ 私たちも、私たちに負い目のある者をみな赦します 

次は 赦します」という祈りです。 

「 赦す」とは、慈悲深い善行ではなく、実は 自分の苦しみを手放す祈り」です。な

ぜなら、私たちの心の最大の苦しみは、人を愛せないことだからです。 

神は私たちの中で 人を愛しなさい」という運動を展開していますが、私たちは無

条件に人を愛することができません。 なぜ○○してくれないのか」と腹を立て、条件

を突きつけ合い、条件に合わない相手を裁き、赦せないと思い、憎みます。その結果、

心はますます苦しくなります。 

つまり、私たちを苦しめる最大の原因は 人を愛せないこと」なのです。ですから、

イエス様は 赦します」と祈るように教えます。それが、苦しみという罠から抜け出

す道だからです。 

この罠はサタンが仕掛けたものです。サタンは神と真逆の働きをしますから、 お

前の怒りは正しい」と煽り、憎しみへと誘導します。人を憎む心は神から遠ざかり、

心は病んでいきます。 

 

聖書はこう言います。 
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「 もしあなたがたが人を赦すなら、私もその人を赦します。私が何かを赦した

のなら、私の赦したことは、あなたがたのために、キリストの御前で赦した

のです。これは、私たちがサタンに欺かれないためです。私たちはサタンの

策略を知らないわけではありません。」ルⅡコリント 2:10-11） 

 

「 赦せない」という思いは、サタンの策略であるとはっきり書かれています。私たち

の苦しみは、心が神に向かなくなるという“罪の状態”から生じたものです。赦すと

は、自分の心をサタンの罠から守るための祈りなのです。 

 

⚫ 私たちを試みに合わせないでください 

ここで 試み」と訳されているギリシャ語 ペイラスモス」は、 誘惑」とも訳すこ

とができます。つまりこの祈りは、 私たちを誘惑に合わせないでください」、すなわ

ち いつも心を神に向けられますように」という祈りです。 

イエス様は主の祈りの中で、とにかく心を神に向ける祈りを教えておられます。心

を神に向けられないことが罪であり、私たちの苦しみの原因だからです。 

イエス様は 何より大切なのは神の言葉を食べることだ」と言われました。しかし、

この世には御言葉を食べさせないように働く力があります。だからこそ、誘惑から守

られるように祈りなさいと教えておられるのです。 

以上のように、主の祈りは、すべての人の救いのため、そして、自分自身が御言葉

を食べられるよう、誘惑から守られるように祈ることの大切さを教える祈りです。 

 

 

■ 祈り続ける 

 

「 また、イエスはこう言われた。「あなたがたのうち、だれかに友だちがいる

として、真夜中にその人のところに行き、『君。パンを三つ貸してくれ。友人

が旅の途中、私のうちへ来たのだが、出してやるものがないのだ』と言った

とします。すると、彼は家の中からこう答えます。『めんどうをかけないでく

れ。もう戸締まりもしてしまったし、子どもたちも私も寝ている。起きて、

何かをやることはできない。』あなたがたに言いますが、彼は友だちだからと

いうことで起きて何かを与えることはしないにしても、あくまで頼み続ける

なら、そのためには起き上がって、必要な物を与えるでしょう。」 

「ルカ 11:5-8） 

 



7 

 

このたとえのポイントは、主の祈りは一度きりではなく、繰り返し祈り続けるもの

だということです。神の言葉を食べ、平安が来るまで祈り続けなさいと教えておられ

ます。 

 

「 わたしは、あなたがたに言います。求めなさい。そうすれば与えられます。

捜しなさい。そうすれば見つかります。たたきなさい。そうすれば開かれま

す。だれであっても、求める者は受け、捜す者は見つけ出し、たたく者には

開かれます。」ルカ 11:9-10） 

 

大切なのは、あきらめずに祈り続けることです。病気、人間関係、仕事、どんなこ

とでもかまいません。解決を求めて祈り続けるなら、神は答えを与えると約束してお

られます。しかし、求めなければ与えられません。 

この世界には二つの風が吹いています。神に向かう風と、神から引き離す風です。

私たちは向こう岸に渡ろうと舟を漕ぐ舟人のようなものです。途中であきらめてはい

けません。神に向かって進み続けることが大切です。そのきっかけとなるのが、罪、

すなわち苦しみです。苦しみを神の前に告白し続ければよいのです。罪を告白すると

は、苦しみを告白することでもあります。神に助けを求めれば必ず答えが来ます。 

 

「 あなたがたの中で、子どもが魚を下さいと言うときに、魚の代わりに蛇を与

えるような父親が、いったいいるでしょうか。卵を下さいと言うのに、だれ

が、さそりを与えるでしょう。してみると、あなたがたも、悪い者ではあっ

ても、自分の子どもには良い物を与えることを知っているのです。とすれば、

なおのこと、天の父が、求める人たちに、どうして聖霊を下さらないことが

ありましょう。」ルカ 11:11-13） 

 

私たちの苦しみの根本原因は、神との距離があることです。その距離を縮めるのは、

神のことばです。しかし、私たちは自力では神の言葉を食べることができません。聖

霊様は、私たちの心に働き、神の言葉を信じられるように助けてくださいます。私た

ちが御言葉を食べられるようになり、 私は死からいのちに移された」と信じられる

ようになれば、どんな苦しみの中でも平安でいられるのです。 

 

「 しかし、助け主、すなわち、父がわたしの名によってお遣わしになる聖霊は、

あなたがたにすべてのことを教え、また、わたしがあなたがたに話したすべ

てのことを思い起こさせてくださいます。」ルヨハネ 14:26） 



8 

 

 

「 聖霊によるのでなければ、だれも、「イエスは主です」と言うことはできま

せん。」ルⅠコリント 12:3） 

 

私たちがイエス・キリストを信じることができたのも、神の言葉を信じられたのも、

聖霊様の助けによるのです。こうして神との距離が縮まりました。これこそが神から

の答えです。見える問題の解決が、本当の答えではありません。この世界はいつか滅

びるのですから、本当の問題の解決は、神との距離が縮まり、平安を得ることです。 

そのきっかけを与えてくれるのが、この世界での困難や苦しみです。 

 

「 苦しみに会ったことは、私にとってしあわせでした。私はそれであなたのお

きてを学びました。」ル詩篇 119:71） 

 

神の言葉こそが、私たちの本当の問題の解決です。マカタはこのことに気づいてい

ませんでしたが、マリヤは気づいていて一生懸命神の言葉を求めました。 

イエス様は、主の祈りと同時に、聖霊様の助けによって御言葉を食べることを教え

てくださいました。これが最も大切なことであり、私たちの真の平安はそこにあるの

です。 


